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寒天、ゼラチン寄せにした惣菜の物性と嗜好特性について
○吉村美紀・　中村美智子**　田中満智子**

(・姫路工大** ブンゼン( 株))

〔(社) 日 本家 政学 会

【目的】手軽であることなどから高齢者による市販惣菜の利用は増加している。咀噌嘸下

能力が低下した高齢者がこれらを食べやすくするためには､調理過程での工夫が必要とさ

れている。そこで、やわらかく調理し寒天、ゼラチン寄せにした惣菜を調製し、嗜好性に

与える影響について物性測定および官能評価により検討した。

【方法】うの花、ひじき、昆布豆の３種の惣菜を用いて、それぞれ素材の切り方や煮時間

などの検討を行い、寒天またはゼラチン寄せに調製した。物性試験はクリープメーター(山

電製) を用い、圧縮速度lmm/s で破断測定を行った。官能評価は、姫路工大環境人間学

部学生70 名をパネルとし、順位法および５点評点法で行った。

【結果】破断応力は､うの花の寒天寄せ8.1 ×103N/m2､ ひじきの寒天寄せ1.5 ×104N/m2 、

ひじきのゼリー寄せ1.0 ×104^012､ 昆布豆の寒天寄せ8.4 ×103N/in2 を示した。官能評価
では、うの花の寒天寄せは通常のうの花より舌触り、まとまりがよく飲み込みやすく、残

留感が少なく食べやすいと1 ％の危険率で有意差が認められた。ひじきのゼラチン寄せは

やわらかく、舌触りがよく、飲み込みやすく残留感が少なく、またひじきの寒天寄せはロ

の中でのべたつきは少なく残留感は少ないが､ 舌触りが悪いと1 ％の危険率で有意差が認

められた。昆布豆の寒天寄せは通常の昆布豆より、やわらかく飲み込みやすく残留感が少

なく食べやすいと1 ％の危険率で有意差が認められた。しかし、いずれの寒天またはゼラ

チン寄せも、通常の惣菜より1 ％の危険率で見た目、風味が悪く好まれなかった。
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幼児の食行動に関する調査研究( 第3 報)
○峯木真知子＊1、戸塚清子＊2、井戸明美＊1
(＊'青葉学園短大、＊2相模女大高等部)

幼児の咀嘔、嘸下状況など食行動について、1990 年1)、2000 年2) にアン
ゲート調査を行った。更に追加調査を行い、食行動上の問題点を検討した。

「方法」東京都及び神奈川県にある幼稚園、保育所に通う幼児1213 名（幼稚園　1005 名、

保育所　208  名）を対象に留置き法によるアンケート調査を行った。調査期日は2000 年３

月から11 月。調査内容は、幼児の体格、体型、咀嘔状況、嘸下状況、食欲の有無、歯の

状況、食事の心配事、食事に関する問題の有無とその相談者など

「結果」幼児の咀鳴状況には、性別、第何子、体型、嘸下状況、食欲の有無、食事量の多

少、タラタラ食べる、食べこぼしが多い、好き嫌いが多いの項目などが関連していた。幼

児の年齢が高くなると、体型のよい、指しやぶりはしなくなる、食事量が良好な幼児は増

え、咀嘔、嘸下状況には影響しなかった。あまり噛めない幼児は全体の6.9% 、噛まずに

すぐ飲み込む幼児は9.7% 、飲み込み上手でない4.7% であった。咀嘔および嘸下に問題の

ある幼児をもつ母親の45-60% は食事上の相談をしていた。食事に関する相談は ３歳では

約60% 、6 歳では45% で年齢と共に少なくなり、相談者は保育所では保育士が多く、３歳

で35.1% 、6 歳12.8% 。幼稚園児では祖母、友人が多いが、幼稚園教諭も7% で、10 年前

に比較するとかなり多く、幼稚園教諭にも正しい食教育と知識が必要とされている。

1）平山と峯木：聖セシリア女短大紀要、1993　2）井戸と峯木：青葉学園短大紀要第25 号、2000
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